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            審   査   の   要   旨 
 
湖沼におけるケイ素動態に関しては研究例があまり多くなく、特に長期変動、ならびにその
珪藻類の消長への影響は少ないのが現状である。本研究では、浅い湖沼の代表的存在である霞ヶ
浦を対象に、ケイ素濃度変動解析、その原因解明のための実験、湖水、ならびに堆積物を含めた
物質収支計算、簡易なモデル解析を組み合わせ、ケイ素動態と珪藻消長の長期変化傾向を明らか
にした。このように様々な手法を駆使して、総合的に解析を行い、湖沼のケイ素動態に関して定
量的な理解を得たことは、関連研究者から高い評価を得ていて、また今後の湖沼水質保全に向け
て重要な手がかりを与えるものと期待されている。 
平成２５年１０月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
